
|修士論文要旨|

高齢者福祉の現場における

宗教者の関わりについて一考察

序論

本論

第一章 「ピハーラJの定義と展開
第一節 「ピハーラ」提唱の時代背景

第一項 田宮仁の提唱した「ピハーラ」

第二項 「ピハーラ」の四つの側面

上 暢

第二節 「ピハーラ」活動/運動の展開-谷山・打本理論を参考にして一

第一項 「ピハーラJの展開一分類分け
第二項 ピハーラ僧の役割

第三項 長岡西病院のピハーラ僧の活動から見る役割

第二章 臨終行儀書から学ぶ看取りの心得

第一節 臨終行儀書から見る宗教者の関わり方

第一項源信の『往生要集j

第二項 『横川首楊厳院二十五三昧起請j

第三項良忠の『看病用心j

第二節 臨終行儀書に学ぶ現代的な関わり方

第三章 高齢者福祉の現場における宗教者の役割

第一節 高齢者と関わるースピリチュアルケアと宗教的ケアー

第一項 スピリチュアリティとは何か

第二項 スピリチュアルケアと宗教的ケアの相違点

第二節 高齢者施設での宗教者の関わり

第三節 在宅療養における宗教者の関わりについて

結論まとめ表資料

序論

高齢者福祉の現場において、宗教者である仏教僧侶が可能な役割は何であろうか。
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日本における高齢者数が増加の一途を辿るなか、終の棲家として、病院や高齢者施設、自宅
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など、看取りの場・状況は多種多様である。そしてどんな場所で過ごそうと、人間の生死の悩

みは尽きることはなく存在している。祖母の自宅介護を体験してから、筆者には「介護と仏

教Jの問題は身近に感じられ、高齢者福祉の現場において「人間の生老病死の四苦のうち、と

りわけ老病死の分野と向き合うJ役割ができないかと考えてきた。

本稿は、近年の「ピハーラ」活動/運動を通して、高齢者福祉の現場における宗教者の役

割を考察したものである。まず、第一章において「ピハーラ」の目的と意義を探る。そして、

長岡西病院の僧侶の活動から、終末期の人に対する僧侶の役割を考察する。第二章は、臨終行

儀書から「宗教者の介護・看病の心得Jを考察する。第三章は「スピリチュアル/宗教的ケ

ァ」に焦点をあて、実習での経験も交えながら、宗教者の関わり方について考察する。

なお、本論における「高齢者福祉Jとは特別養護老人ホームなどの高齢者施設や、グループ

ホーム、在宅介護を指している。さらに、第三章においては、「僧侶など宗教的専門職だけで

なく、檀信徒や信者Jを含んだ形で、宗教者の関わり方を模索するものであることを示してお

く。

まず、ピハーラの定義について田宮仁の提唱した「ピハーラJについて述べた。

当初、田宮の提唱した「ピハーラJは医療の分野で活動し、社会の諸問題に対してピハーラ

は行われていなかった。田宮には医療の分野だけでなく、仏教が持つ力を発揮し、社会問題に

対応する活動にまで広げようとした意図があった。ピハーラは社会の認知度が低いものの、一

部の熱心な宗教者によって活動された。ただし、ピハーラ運動/活動の範囲が拡大したため、

本稿では自身の「ピハーラJの活動領域を明確にし、高齢者福祉の分野においての宗教者の役

割という範囲で考察した。

自身の問題意識から、活動内容を明確にするため、主に長岡西病院で活動するピハーラ僧の

論文から、高齢者福祉でも参考にできる活動内容を考察した。長岡西病院ではピハーラ僧は正

規スタッフとして働き、宗教者として関わる接点が多い。また、常勤ピハーラ僧とボランテイ

アピハーラ僧の役割が明確にされており、宗派を超えて協力できるようなシステムが作られて

いる。加えてピハーラ僧には、言語化し難い部分があることも挙げられるo 日常の業務など可

視化出来る役割だけでなく、「宗教的な雰囲気Jを作り出すことも、僧侶がいることのアイデ

ンティテイであるo 以上を踏まえた上で、ピハーラ僧の関わり方について以下の三点にまとめ

た。①個々のニーズに合わせた柔軟な対応。②生活の場に溶け込み、日頃からの信頼関係作り。

③僧侶のいる風景作り(宗教的“場の雰囲気")

以上のことを述べ、高齢者福祉の現場における宗教者の関わり方について考察した。

第二章で論ずる臨終行儀書とは、仏教思想を基盤として、臨終に臨んだ人の心得と、看取り

の作法について記されたものである。単に儀礼や心構えが示されているだけでなく、病人を看
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取るための具体的な方法も描かれている。

臨終行儀は、近年では仏教的ターミナルケアの原型として注目されている。臨終行儀書に書

かれている内容から、宗教者が立つべき基本的立場を考察した。

源信の『往生要集』と『横)1I首拐厳院二十五三味起請』、良忠(1199-1287)の『看病用心j、

これら三点の臨終行儀書から考察し、現代でも参考にできる心得を以下の三つにまとめた。①

病人の落ち着ける場の設置②病人を孤独にしない③病人の世話から学ぶ

第三章は宗教者が果たす役割として、スピリチュアル/宗教的ケアに焦点をあててまとめた。

また、筆者は高齢者施設(特養)と在宅療養(訪問看護)に実習で訪れた経験があり、その

経験を交えながら、高齢者福祉の現場における宗教者の役割を考察したo

実習の経験から筆者は、高齢者のスビリチュアルケアだけでなく、家族や、医療・福祉で働

くスタップのスピリチュアル/宗教的ケアも重要であると感じた。また、地域の檀信徒や、医

療・介護スタッフに仏教への理解を深めてもらわなければならないと感じた。

宗教者が果たす役割は、職員・家族の手が回らないところを手伝うなど、全人的な関わり方

が必要である。そして宗教者の役割の中心は、生老病死の四苦を訴える人の話を傾聴し、寄り

添うことである。特に、スピリチュアル/宗教的な悩みを聞くことが重要であると感じた。

本論文では、長岡西病院での僧侶の活動、臨終行儀の僧侶の関わり方、医療・福祉の現場で

の実習から考察した。

長岡西病院のピハーラ僧の活動から、看取りの場に宗教者がいる文化を形成することが求め

られていると考えられる。日頃の寺院活動によって信頼関係を築き、スビリチュアル/宗教的

な悩みを聞くことが、僧侶本来の在り方である。僧侶として活動するに当たって、ビハーラ活

動を通して地域との関わりも相乗的効果が深まる。

次に、臨終行儀の考察から、現在でも僧侶の関わり方として必要だと思われるのは、①臨終

期の人が落ち着ける空間を作り、身辺を清潔に保つこと、②平生から命終後まで配慮して看取

りを行うこと、③スピリチュアル/宗教的な訴えに対応できる宗教者が寄り添うこと④臨終の

人を気遣い、要望に沿うこと、⑤臨終の人の世話から自分の生死を見つめること、が挙げられ

るo 現在の高齢者福祉施設での対応と共通性があると思われた。

医療現場(訪問診療)と福祉現場(特養)の実習の経験から、高齢者のスピリチュアル/宗

教的な訴えに寄り添うことと、家族やスタッフのケア、医療・福祉スタッフの仏教が必要だと

考察した。日常から地域住民や医療・福祉分野のスタッフと接点を持ち、仏教の理解を深めて

もらう活動を行う必要性を感じた。

医療・福祉の現場で働く人たちは、スピリチュアル/宗教的な領域を学ぶ機会が少ない。ま

た老病死の現場では、特にスビリチュアル/宗教的ケアが出来る人材がいないと思われる。だ
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からこそ、宗教者が力を発揮する領域であるということが改めて認識された。

今回の経験を、日常生活での門徒との関係や、地域の病院・福祉施設との連携などに生かし

ていくことが大事だと思われる。地域社会や、門徒、医療・福祉施設のスタッフと関係を作っ

ていき、スピリチユアル/宗教的なケアに関心を持ってもらうように努め、日常の教化活動を

深めていかなければならないと感じた。

今後、地域社会での宗教者の役割を念頭に置きながら、医療や、高齢者福祉の現場でも活動

していきたいと考えている。
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